
１年次
心理学の学びにおいて必要とされる
一般教養と心理学の基礎理論を
身につけます。

２年次
心理学の理論を、現代社会に
役立つ研究技法から発展的に
学びます。

３年次
心理学の知識をもとに人間および
人間社会を分析し、援助技術や技法の
重要性を理解します。

４年次
これまで学んだ知識や理論、技法を
総合的に活用し、学修成果として
卒業研究に取り組みます。

基礎教養
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ

基礎ゼミナールⅢ
基礎ゼミナールⅣ

総合教養 総合教養

言語

英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
オーラルコミュニケーション
フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ
総合英語Ⅰ
総合英語Ⅱ
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
韓国語

英語コミュニケーションⅢ
英語コミュニケーションⅣ
総合英語Ⅲ

情報と伝達
情報処理学Ⅰ
情報処理学Ⅱ
データサイエンス入門

健康とスポーツ
保健体育
体育実技

自然と科学

基礎数学
生物学入門
基礎科学概論
生命科学概論
統計学

人間と社会

哲学
人間学
倫理学
心理学
法学
日本国憲法
人権教育
経済学
政治学
社会学
国際関係論
日本史と世界
社会福祉概論
多文化と共生

キャリア教育 心理学と職業

専門基礎科目

人体の構造と機能及び疾病
人間関係論
健康教育学原論
精神保健と社会福祉

精神疾患とその治療
福祉心理学
教育学概論

障がい関連科目 肢体不自由者の心理・生理・病理 学習障害・注意欠陥多動性障害概論 自閉症スペクトラム障害概論

精神保健福祉士
科目

ソーシャルワークの基盤と専門職
医学概論
社会福祉調査の基礎

精神医学と精神医療Ⅰ
精神保健福祉の原理Ⅰ
ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ（精神）
精神保健福祉制度論
ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ
精神障害リハビリテーション論
精神保健福祉の原理Ⅱ
ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ（精神）
ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ
地域福祉と包括的支援体制Ⅰ
ソーシャルワーク演習
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ（精神）
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ（精神）
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ（精神）
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ（精神）

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ
刑事司法と福祉
社会福祉の原理と政策Ⅰ
社会保障Ⅰ
障害者福祉
現代の精神保健の課題と支援Ⅰ
権利擁護を支える法制度
精神医学と精神医療Ⅱ
社会福祉の原理と政策Ⅱ
社会保障Ⅱ
現代の精神保健の課題と支援Ⅱ
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ（精神）
ソーシャルワーク実習指導Ⅲ（精神）
ソーシャルワーク実習指導Ⅳ（精神）
ソーシャルワーク実習（精神）

教育・発達コース
推奨科目

こどもの心理学
教育・学校心理学

教育・学校心理学Ⅱ
学習・言語心理学

医療・健康コース
推奨科目

神経・生理心理学
症例から学ぶ心の病とその支援
健康・医療心理学Ⅱ

体験的に学ぶ心理学的支援法
行動分析学と認知行動療法

社会・生活コース
推奨科目

社会情勢と現代カルチャーの心理学

快適な環境の心理学
恋愛心理学
産業・組織心理学
消費者理解の心理学

司法・犯罪心理学

コース共通科目

感情・人格心理学
心理学概論
心理学統計法Ⅰ
社会・集団・家族心理学
心理学研究法Ⅰ
知覚・認知心理学
発達心理学
臨床心理学概論
社会に活かす心理学

障害者・障害児心理学
健康・医療心理学
心理学統計法Ⅱ
心理学的支援法
心理学実験Ⅰ
心理的アセスメントⅠ
心理学実験Ⅱ
感情・人格心理学Ⅱ
AIと脳科学
おとなの心理学
ポジティブ心理学

インクルーシブな発達心理学
関係行政論
災害心理学
心理学研究法Ⅱ
心理学研究法Ⅲ
精神分析学と意識・無意識
多様化する家族の心理学
心理学実験Ⅲ
ストレスマネジメント論
正常と異常の心理学
心理演習
心理テストⅠ
研究演習Ⅰ
研究演習Ⅱ
公認心理師の職責
心理学特殊講義

コーチングと心理学
心理実習
心理学統計法Ⅲ
研究演習Ⅲ
研究演習Ⅳ
心理テストⅡ
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※赤字は卒業必修科目

心理科学部 心理科学科 2026年度カリキュラムツリー

ディプロマ・ポリシー
（卒業認定・学位授与の方針）

1 人間力を培うための幅広い教養を身につける。

2
心理科学や精神保健福祉学に関する基本知識と
実践的技法を身につける。

3
語学力、情報リテラシー能力、プレゼンテーション
能力を身につける。

Ⅰ．知識・技能

1
社会事象を心理学の観点を用いて科学的に見ること、
分析することができる。

2
広く現代科学の進歩に目を向け情報を取得し、
より良い社会のための情報を活用することができる。

3
心の働きにかかわる複雑な問題を解きほぐし、
解決可能な道筋を探索して、調整・解決できる。

Ⅱ．思考力・判断力・表現力

1
人々が幸せな生活を送る基盤となる心の理解と
支援に取り組む姿勢を持つことができる。

2
地域や組織の中で高い倫理観と責任感を持ち、他職種
と協力をし合って職務や研究を進めることができる。

3
人と協力し合って職務や研究を進めるに際して、
コミュニケーションの取り方を理解し円滑な人間関係
を構築・維持することができる。

Ⅲ．主体性・多様性・協働性


